
第７学年＊組数学科 学習指導案 

指導者  堀口 剛 

Ｒ４研修センター長期研修 

１ 単元名   比例と反比例の利用 

 

２ 本単元の目標 

（１）日常生活や社会の事象の中の数量の関係を表、式、グラフなどに表し、比例や反比例の関係を見

いだすことができる。 

（２）日常生活や社会の事象の中の数量から必要な変数を取り出すとともに、それらの関係を理想化し

たり抽象化したりして考察することができる。 

（３）比例や反比例について学んだことを生活や学習に生かそうとしたり、比例、反比例を活用した問

題解決の過程を振り返って検討しようとしたりしている。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①日常生活や社会の事象の

中の数量の関係を表、式、

グラフなどに表し、比例や

反比例の関係を見いだし

ている。 

思①日常生活や社会の事象の

中の数量から必要な変数

を取り出している。 

思②日常生活や社会の事象の

中の数量の関係を理想化

や抽象化したりして考察

している。 

態①比例、反比例について学ん

だことを生活や学習に生

かそうとしたり、問題解決

の過程を振り返って検討

したりしようとしている。 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

本単元は学習指導要領解説数学編（平成 29年７月）第１学年「内容 C⑴比例、反比例」に位置付

けられている。小学校算数科では第４学年から第６学年にかけて、変化の様子を表や式、折れ線グ

ラフを用いて表したり、変化の特徴を読み取ったり、伴って変わる二つの数量を見いだして、それ

らの関係に着目し変化の対応の特徴を考察したりしてきている。また、比例の関係を理解しこれを

用いて問題を解決してきている。なお、比例の理解を促すため、反比例についても学習してきてい

る。中学校数学科における比例、反比例の学習は、日常生活において数量間の関係を探求する基礎

となるものである。小学校算数科での学習とのちがいは、変域に負の数が含まれること、グラフを

座標平面上にかくこと、文字を用いた式によって関数を表現し考察すること、学習の対象が一次関

数や関数𝑦 = 𝑎𝑥2にまで拡張されることである。比例、反比例の活用については、具体的な事象を

表、式、グラフなどで表現して、それらが比例、反比例であるかどうかを判断したり、具体的な事

象を比例、反比例とみなすことによって問題を解決したりできるようにすることをねらいとしてい

る。 

（２）生徒観 

本校生徒に日常生活や社会の事象に関する実態調査（令和４年＊月＊日実施、第７学年＊人）を

実施した。日常生活の問題において、考えが成り立つために考えておかなければならない仮定を正

しく選ぶことができた生徒は＊％、目的に応じて調べる変数を選ぶことができた生徒は＊％、複数

の変数が考えられる場面で、適切に変数を制御して調べる方法を選ぶことができた生徒は＊％であ

った。これらのことから、日常生活や社会の事象に関する問題において、考え方の前提となる条件

をおいて考えることや問題の場面の中に複数内在している変数の中から適切な二つを選んで考察

することに課題があることがわかった。 
（３）指導観 

本単元では、日常生活や社会の事象を数学化することによって解決していくことになる。現実世

界の事象を数学化するためには、目的に応じて必要な観点をもち、その観点から事象を理想化した

り抽象化したりして、事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して数学の舞台にのせて考察

することが大切である。現実の事象の数学化に必要な観点は、「仮定をおく」「変数を取り出す」「変

数を制御する」といったことが挙げられる。そこで、学習問題は生徒にとって日常生活と数学のつ



ながりが感じられる興味、関心のもてるものであるとともに、複数の変数が内在し、変数を制御す

る必要があるものとする。また、問題形成・把握の段階での「数学的な態度の発問」「方法に関係し

た考え方の発問」「内容に関係した考え方の発問」の分類を意識して発問の工夫を行うことで、事象

の考察が円滑に行えるようにしていきたい。 

 

５ 単元の指導計画（６時間扱い） ○は指導に生かす評価、◎は記録に残す評価場面 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等 

３ １ 目標：ａ＝ｂｃで表された式において、

ａ、ｂ、ｃのいずれか一つを決ま

った数、残りの二つを変数とし

たとき、二つの間の変数の関係

が比例したり反比例したりする

ことを見いだすことができる。 

・問題の場面から変数を挙げる。 

・二つの変数を取り出し、それらの関係

を式で表し、比例や反比例の関係を

見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・実際にスライドショーを見せ、作成

するときに決める必要があることに

ついてのイメージをもてるようにす

る。 

・１枚のスライドを映す時間を変数と

して取り出すためには､｢スライドは

一定のペースで切り替わる｡｣という

仮定をおくことが重要であることに

気付かせたい。 

・変数として時間を挙げた生徒がいた

ときには､｢どんな時間だろう｡｣と問

いかけることで､｢全体の時間」や「１

枚のスライドを映す時間」とより具

体的な表現を引き出す。 

・「使うスライドがちょうど 50枚ある

らしいね｡｣「BGM として曲を２曲分

流したいので全体の時間を 10 分に

する必要があります｡｣などと問いか

け、スライドショーを作る目的に応

じて変数が決まった数(定数)になる

場合があることに気付かせたい。 

・「全体の時間、１枚のスライドを映す

時間、スライドの枚数の関係を言葉

の式で表せますか｡｣と問いかけ､(全

体の時間)＝(１枚のスライドを映す

時間)×(スライドの枚数)という変数

の関係を意識できるようにする。 

知①：変数の関係を文字式で捉えるこ

とが難しい生徒には、具体的な

数をあてはめて考えたり、表を

作成したりすることでイメージ

をつかむことができるよう助言

する。【観察、発言】 

・比例や反比例の関係を式で表すこと

ができている生徒には､｢何を一定に

したら比例(反比例)になったか｡｣「○

○は□□に比例(反比例)していると

言葉で表すとどうなるか｡｣と問いか

け、式として処理した関係を日常の

場面で捉えなおすように助言する。 

・𝑥( 独立変数)と𝑦( 従属変数)を逆にし

て考えた生徒がいた場合には、考え

方を取り上げて検討する。 

 

問題 

一定の間隔でスライドを映すスライ

ドショーを作成するには、どのよう

なことが分かればよいでしょう。 

＜挙げることが予想されるもの＞ 

・１枚のスライドを映す時間 

・スライドの枚数 

・全体の時間 

課題 

三つの数の中で一つを一定にする

と、残りの２数にはどのような関係

が成り立つか考えよう。 

ア.スライドを 50枚使うとき 

イ.全体の時間を 10分にするとき 

＜予想される考え方＞ 

(全体の時間)＝(１枚のスライドを映す

時間)×(スライドの枚数) 

ア.１枚のスライドを映す時間を𝑥

秒、全体の時間を𝑦秒とすると、 

     𝑦 = 𝑥 × 50
𝑦 = 50𝑥

 

・全体の時間は１枚のスライドを映

す時間に比例する。 

イ.１枚のスライドを映す時間を𝑥秒、

スライドの枚数を𝑦枚とすると、 

600 = 𝑥 × 𝑦

  𝑦 =
600

𝑥

 

・スライドの枚数は１枚のスライド

を映す時間に反比例する。 



 

・適用問題を解く。 

・振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

・言葉の式で表したものをａ＝ｂｃと

１つの式にまとめることで、それぞ

れ別の関数である比例や反比例を統

合的に捉えることができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

思①：【ワークシート】 

 ２ 目標：電子レンジで食品を温めるとい

う日常生活の事象から変数を取

り出し、二つの変数の関係を調

べる中で、比例や反比例である

とみなすことのよさが分かる。 

・問題の場面から変数を挙げる。 

・問題を解決するのに必要な二つの変

数(電子レンジの出力、加熱時間)を取

り出す。 
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・電子レンジで食品を温めるという日

常生活の事象の場面を提示し、興味、

関心をもてるようにする。 

 

 

・食品のパッケージを映した写真を見

せ、そこに書かれた電子レンジの出

力(W 数)と時間で温めることを「ち

ょうどよく食品を温めること」であ

ると確認する。 

 

・変数は必要ないものもふくめて挙げ

させ、課題に応じて必要な変数を取

り出せるようにする。 

 

 

態①：使おうとした電子レンジの出力

が 700Ｗや 1000Ｗなど食品のパ

ッケージに書かれていない値で

あったときには、どれくらいの

時間に合わせて温めればよいか

という問いかけから課題を見い

だせるようにする。【観察、発言】 

 

・食品のパッケージを映した写真を生

徒のタブレットで見られるようにし

ておく。 

 

・使う電子レンジの出力を決めれば、

その食品をちょうどよく温める時間

が決まることから、𝑥( 独立変数)と𝑦(

 従属変数)の置き方を捉えさせる。 

・考えが進まない生徒には、食品のパ

ッケージに書かれた電子レンジの出

力と加熱時間について表を作って考

えるよう助言し、関数関係を見いだ

せるようにする。 

まとめ 

全体の時間をａ秒、１枚のスライド

を映す時間をｂ秒、スライドの枚数

をｃ枚とすると、ａ＝ｂｃという式

が成り立つ。 

ａ＝ｂｃで表された式で、ａ、ｂ、ｃ

のうち、いずれか一つを決まった数、

残りの二つを変数とすると、その２

変数の間の関係は、比例したり、反比

例したりする。 

問題 

ちょうどよく食品を温めよう。 

500Ｗ ６分 

600Ｗ ５分 20秒 

1500Ｗ ２分 

＜挙げることが予想されるもの＞ 

・電子レンジの出力(Ｗ数) 

・加熱時間 

・温度 

・温める食品の大きさや数 

課題 

(   )Ｗの電子レンジでは、どれ

くらいの時間に合わせればよいだろ

う。 

＜予想される考え方＞ 

・電子レンジの出力を𝑥Ｗ、加熱時間

を𝑦秒として、表をかき考察する。 

 

𝑥 500 … 600 … 1500 

𝑦 360 … 320 … 120 

※加熱時間の単位を分とする方法も

考えられる。 



・適用問題を解く。 

・振り返りを行う。 

 

◎ 

 

知①：【ワークシート、観察】 

 

・比例や反比例の表の読み方として、

表を縦に読んで比例定数を見いだし

たり、横に読んで～倍の関係を見い

だしたりしていたことを想起させ

る。 

 

・厳密に見れば反比例ではないように

見える値がふくまれているが、すぐ

に反比例ではないと決めつけるので

はなく、ほぼ一定であると仮定をお

くことによって、反比例していると

みなして考えられるようにする。 

 

 

 

・二つの変数の関係を式で表さずに、

表を用いて解決する方法で考えた生

徒がいた場合は、その考え方を取り

上げ検討することにより、式や表の

それぞれのよさに気付いて使い分け

られるようにする。 

・問題の答えは整数値や 10秒単位にな

らないことがある。実際の場面でど

のように活用するかについて多様な

考えを取り上げる。 

 

・比例や反比例とみなすためには、帰

納的に調べることや事象を理想化し

たり抽象化したりして考えることが

大切であることに気付かせたい。 

 ３

４ 

本

時 

目標：視力検査表（ランドルト環）の中

から変数を取り出し、それらの

間にある関数関係を見いだし考

察することができる。 

１ 問題を把握する。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・視力検査を実演し、問題への興味、関

心をもたせるとともに、視力 1.2 な

どのように検査結果が数値で表され

る場合があることを取り上げる。(発

問：態度) 

・２種類の視力検査表(ABCD 視力検査

表、0.1～2.0まで測れる視力検査表)

を生徒に提示し、比較させる。現行の

学校の視力検査は A～D の４段階で

視力を示しているが、具体的な数値

で結果が得られる視力検査表がある

ことに気付けるようにする。(発問：

態度、方法) 

・５ｍの距離から視力 0.1 のランドル

ト環が判別できない場合を実演し、

視力検査表にない視力の測り方につ

＜予想される考え方(続き)＞ 

〇表では𝑥の値が 500 から 1500 へ３

倍になると、それに対応する𝑦の値

が 360 から 120 へ
1

3
倍になってい

る。このことから、𝑦は𝑥に反比例

しているとみなして考える。 

〇表において、 

 500×360＝180000 

 600×320＝192000 

 1500×120＝180000 

 表では𝑥𝑦の値が異なる部分もある

がほぼ一定であるとみて、𝑦は𝑥に

反比例しているとみなして考え

る。 

(例)700Ｗの出力で温めるとき 

２つの変数の関係を式で表すと 

𝑦 =
180000

𝑥
 

この式に𝑥 = 700を代入すると、 

𝑦 =
180000

700
= 257.1 … 

257秒＝４分 17秒 

電子レンジの時間表示は 10秒単位で

あることが多いので、４分 10秒また

は４分 20秒温めるとよい。 

問題 

視力はどこまで調べられるだろう

か。 

＜予想される値＞ 

ア.0.1より小さい値 

 ・0.05 ・0.01 ・0.001 

イ.2.0より大きい値 

 ・3.0 ・5.0 ・10.0 

まとめ 

日常生活の問題は、二つの変数の関

係が比例や反比例であるとみなすこ

とによって解決できることがある。 



２ 課題を設定する。  

３ 解決の見通しをもつ。  

・基準となる視力 1.0 を測るランド

ルト環の大きさについて理解す

る。 

・視力検査表にのっていない視力を

測る方法について見通しをもつ。 

４ 近い視力を設定した生徒同士でグ

ループを組み、課題を解決する。 

 ・見通しをもとに視力検査表のラン

ドルト環を計測し、表などにまと

め考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いてのイメージをもたせたい。(発

問：態度) 

・0.1 より低い視力や 2.0 より高い視力

は実際に視力検査表にないことから

本時の課題を設定する。 

・基準となる視力 1.0 を測るランドル

ト環の大きさについて説明する。 

ランドルト環に共通していえること

として、 

(外径)：(幅)：(すきま) 

＝ ５ ： １ ： １ 

であることも伝える。(発問：内容) 

・視力 1.0 を測るランドルト環の大き

さを伝えた直後に､｢視力 10.0 を測る

にはどうすればよいだろう」と問い

かけることで、10 倍の距離から見る

ことや 10 分の１の大きさにするこ

とといった複数の見通しをもてるよ

うにする。(発問：態度、内容) 

・調べてみたいと思う視力を生徒に決

めさせてから、近い数値を考えた生

徒で３～４名のグループを編成して

考えさせたい。 

 

・生徒に視力検査表(５ｍ、2.5ｍ)を配

り、それぞれの見通しに応じて実測

で調べられるようにする。(発問：方

法) 

 

・視力検査表のランドルト環を計測す

るときは単位を㎜とし、小数第２位

を０または５に近似して読ませるこ

とで効率的に考察が進められるよう

にする。(発問：方法) 

 

・取り組みが進まないグループには、

視力を測るために距離を変えようと

しているかランドルト環の大きさを

変えようとしているかを対話により

引き出し、調べる対象を焦点化させ

たい。(発問：方法) 

 

課題 

視力○○を測るにはどのような方法

があるか考えよう。 

＜予想される見通し＞ 

・視力 10.0を測るには、10倍の距離

から視力 1.0 のランドルト環のす

きまが判別できればよい。 

・視力 10.0を測るには、視力 1.0の

ランドルト環の 10分の１の大きさ

のランドルト環をつくり、すきま

が判別できればよい。 

＜予想される考え方＞ 

ア.距離を一定(５ｍ)とする考え方 

・視力検査表(５ｍ)のランドルト環

の大きさ(すきまや外径など)を計

測し、視力との関数関係を見いだ

すため表にまとめる。 

視力を𝑥、ランドルト環のすきまの長

さを𝑦㎜とすると、 

𝑥 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 

𝑦 15 7.5 ５ ４ ３ 2.5 

 

0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 2.0 

２ ２ 1.5 1.5 １ １ １ 

※実測により表を作成するため、真の値と

の誤差が生じる。 

〇表の値を縦にかけると積𝑥𝑦の値は

ほとんどの部分で 1.5 である。こ

のことから、𝑦(ランドルト環のす

きま)は𝑥(視力)に反比例している

とみなして考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表から比例や反比例の関係を見いだ

すことができていないグループに

は、表を縦に読んだり横に読んだり

することによってこれまでに学んだ

関数関係が見いだせないか助言す

る。(発問：内容) 

 

 

 

・ランドルト環の大きさを一定とする

考え方には気付きにくいことが想定

される。距離５ｍと 2.5ｍの表にそれ

ぞれ同じ大きさのランドルト環を見

付けても、そこから考えが進まない

グループには､｢このランドルト環は

～ｍから見れば視力〇〇ということ

ですね｡｣と問いかけ、距離と視力を

二つの変数として調べればよいこと

に気付かせたい。(発問：方法) 

 

・計測による誤差があるため、対応す

る𝑥と𝑦の積が一定になっていないよ

うに感じられ、考えが進まないグル

ープには､｢ほとんどの積はいくつく

らいになっていますか｡｣と問いかけ

ることで、仮定をおいて反比例とみ

なしてもよいことに気付かせたい。

 発問：方法) 

 

・「比例や反比例の関係を式で表すよ

さは何ですか」と問いかけることに

より、問題を形式的に処理できると

いう式のよさに気付かせたい。(発

問：態度、内容) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜予想される考え方(続き)＞ 

(例)視力 5.0を測る方法 

視力とランドルト環のすきまの長さ

が反比例しているとみなすと式は、 

𝑦 =
1.5

𝑥
と表せる。 

𝑥に 5.0を代入すると、 

𝑦 =
1.5

5.0
= 0.3 

したがって、視力 5.0 を測るには、

５ｍの距離から(外径1.5㎜のランド

ルト環の)0.3 ㎜のすきまを判別すれ

ばよい。 

イ.ランドルト環の大きさを一定と

する考え方 

・２つの視力検査表(５ｍ、2.5ｍ)か

ら同じ大きさのランドルト環を見

付け、それぞれの表での距離と視

力の関数関係を見いだすために表

にまとめる。 

距離を𝑥ｍ、視力を𝑦とすると、 

(表１) 

𝑥 2.5 5 

𝑦 0.5 1.0 

(表２) 

𝑥 2.5 5 

𝑦 0.3 0.6 

〇同じ大きさのランドルト環では、𝑥

が２倍になると、𝑦も２倍になって

いることから、𝑦(視力)は𝑥(距離)

に比例しているとみなして考え

る。 

(例)視力 5.0を測る方法(表１) 

視力は距離に比例しているとみなす

と式は、 

𝑦 = 0.2𝑥と表せる。 

𝑦に 5.0を代入すると、 

5.0 = 0.2𝑥
𝑥 = 25

 

したがって、視力 5.0 を測るには、

視力検査表(５ｍ)で視力 1.0 を判別

するランドルト環を 25ｍの距離から

見て、そのすきまが判別できればよ

い。 



５ 解決の方法を発表し、比較・検討す

る。 

・「一定と考えた数量は何か｣｢比例や

反比例の関係が成り立つと考えた根

拠は何か」を明確にして説明を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめを行う。 

 

７ 振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
◎ 

・それぞれのグループの発表を受け、

「比例(反比例)の関係をどのように

見いだしていましたか」「何を一定に

していましたか」などについて、他の

グループの生徒に問いかけ、考え方

の類似点と相違点を明確にする。(発

問：方法) 

 

・「他の測り方はありますか」と問いか

けることで比例による考え方と反比

例による考え方をともに引き出せる

ようにする。 発問：態度) 

 

・複数の変数が内在している事象で

は、目的に応じて変数の一つを一定

に制御して考えることで残りの変数

の関数関係が考察しやすくなること

に気付かせたい。 発問：態度、内容) 

 

 

 

                      
態①：【ワークシート、振り返り】 

      (発問：□□)は発問の分類を表す。 

・態度→数学的な態度の発問 

・方法→方法に関係した考え方の発問 

・内容→内容に関係した考え方の発問 

 ５ 目標：視力、距離、ランドルト環の大き

さの関係について学んだことを

日常生活に生かすことができる。 

・問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時で見いだした視力、距離、ランド

ルト環の大きさの関係について確認

する。 

 

・今後、視力が低下する可能性や自宅

で使用する可能性について触れ､｢自

分自身で使いたいと思えるものや作

ったらおもしろいなと感じられる視

力検査表をつくってみよう｡｣と問い

かけ、興味、関心をもてるようにす

る。 

 

・ランドルト環のいろいろな部分の比

について、改めて確認しておく。 

 外径)： 幅)： すきま) 

＝ ５( ：( １( ：( １ 

 

・大きいランドルト環をつくるため

に、５㎝方眼の模造紙、教師用コンパ

ス 大)などを準備しておく。 

 

まとめ 

視力、距離、ランドルト環の大きさの

関係を使うと、視力検査表にのって

いない視力を測ることができる。 

・距離を一定にすると、ランドルト環

の大きさと視力は反比例する。 

・ランドルト環の大きさを一定にす

ると、視力と距離は比例する。 

問題 

実際にランドルト環を作ってみよ

う。 

(問題①) 

オリジナルの視力検査表を作ろう。 

・自分で使ってみたい、作ってみたい

と思う視力検査表を考える。 

＜予想されるアイデア＞ 

・0.1 よりも低い視力が測れるもの。 

・2.0 よりも高い視力が測れるもの。 

・視力 1.3や 1.8などが測れるもの。 

・距離を５ｍより縮めたもの。(１ｍ、

２ｍ、３ｍなど) 



・興味、関心に応じて問題を選び、解決

する。 

(問題①) 

・作ったオリジナル視力検査表を披露

し、作成のポイントを説明する。 

〇オリジナルの視力検査表を作成する

中で、比例や反比例で学んだことを

日常生活に生かそうとするととも

に、事象に即して比例や反比例を活

用して問題を解決する。 

(問題②) 

・作ったクイズを出題し合う。 

〇答えとなる数量をいろいろなものに

変えてクイズを作ることを通して、

変数の取り出し方や比例や反比例の

関数関係を捉えなおし、理解を深め

る。 

 

・振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
〇 

・大きいランドルト環を作るとき、１

人での作成が難しい場合はグループ

を組んで協力するように促す。 

 

・小さいランドルト環は、コンパスの

操作が困難であることが予想される

ため､｢どうすれば小さいランドルト

環をつくれそうか｡｣と問いかけ、縮

小コピーをとることやタブレット上

で縮小するなどの発想を引き出した

い。 

・問題②の例題はランドルト環の実物

を見せながら､｢何を調べれば解けそ

うですか｡｣と問いかけ、ランドルト

環の外径やすきまを測る発想を引き

出したい。 

・「視力を一定の値としたときは、距離

とランドルト環の大きさにどのよう

な関係が成り立っていたでしょう｡｣

「ランドルト環の大きさを一定とし

たときは、視力と距離にどのような

関係が成り立っていたでしょう｡｣な

どと問いかけ、比例や反比例などの

関数関係を意識して問題に取り組め

るようにさせたい。 

 

・クイズを作ることができた生徒に

は､｢同じランドルト環を使って、別

のクイズはつくれますか｡｣と問いか

け、別の数量を答えにして考える視

点をもたせたい。 

 

態①：実際にランドルト環を作り、そ

の活用法を考えることで、日常

生活や社会の事象を数学の舞台

にのせて考察することのよさに

気付けるようにしたい。 

【観察、発言】 

 

知①：【ワークシート】 

 ６ ・学習内容の定着を確認するため評価

問題に取り組む。 

◎  

◎ 

 知①：【評価問題】 

思①②：【評価問題】 

 

(問題②) 

ランドルト環クイズを作ろう。 

・例題を見て、クイズ作りの見通しを

もつ。 

(例題) 

(実物、外径 150 ㎜、幅 30 ㎜、すき

ま 30 ㎜のランドルト環を見せなが

ら)このランドルト環を５ｍ離れた

位置から見てすきまを判別できたと

き、視力はいくつ以上といえるでし

ょうか。 

＜予想される出題形式＞ 

・(作った実物を見せて)このランド

ルト環を〇ｍ離れた位置から見て

すきまを判別できたとき、視力は

いくつ以上といえるでしょうか。 

・(作った実物を見せて)このランド

ルト環で視力〇〇を測るには、ど

れくらい離れた距離からすきまを

判別できればよいでしょう。 

・(作った実物を見せて)このランド

ルト環を〇ｍからみてすきまを判

別できると視力は○○以上といえ

ます。△ｍの距離から見てすきま

を判別できたときの視力はいくつ

以上といえるでしょうか。 


